
Π

AP

令和3年度 春期

応用情報技術者試験

午後問題

試験時間 13:00 ~ 15:30(2時間 30分)

注意事項

1. 試験開始及び終了は、監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3.

4.

答案用紙への受験番号などの記入は、試験開始の合図があってから始めてください。

問題は、次の表に従って解答してください。

問題番号

選択方法

問1

必須

問2~問 11

4問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては、次の指示に従ってください。

(1) B又は HB の黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してくだ

さい。

(2) 受験番号欄に受験番号を、生年月日欄に受験票の生年月

(3)

日を記入してください。正しく記入されていない場合は、

採点されないことがあります。生年月日欄については、受

験票の生年月日を訂正した場合でも、訂正前の生年月日を

記入してください。

選択した問題については、右の例に従って、選択欄の問

題番号を○印で囲んでください。○印がない場合は、採点

されません。問2~問 11 について、5問以上○印で囲んだ

場合は、はじめの4問について採点します。

(4) 解答は、問題番号ごとに指定された枠内に記入してくだ

さい。

(5) 解答は、丁寧な字ではっきりと書いてください。読みに

くい場合は、減点の対象になります。

[問3,問4,問6,

問8を選択した場合

の例

須

4問選択

選択欄

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問7

問8

問9

問10

問11

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して、必ず読んでください。
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次の問2~問 11 については4問を選択し、答案用紙の選択欄の問題番号を印で

囲んで解答してください。

なお、5間以上○印で囲んだ場合は、はじめの4問について採点します。

問2 情報システム戦略の策定に関する次の記述を読んで、設問1~3に答えよ。

C社は、中堅の機械部品メーカである。自動車メーカなど顧客の工場に製品を出荷

している。顧客の工場は国内だけでなく、世界の各地域に設置されている。

C 社は、これまで情報システムはコストと考えていて、情報システム投資に消極的

であった。その結果、業務効率が上がらず、また必要なデータがすぐに把握できずに

経営陣の意思決定に遅れが生じていた。このような中、経済産業省の DX レポートを

確認した C 社の経営陣は危機感をもち、情報システム投資の必要性を強く感じて、

外部から CIO (Chief Information Officer)を採用した。CIOは、次期経営戦略に基づ

いて積極的な次期情報システム戦略を策定する方針を掲げ、これを立案する組織横断

型のチームを立ち上げて、情報システム部のD課長をリーダに任命した。

[C 社の次期経営戦略)

C 社の次期経営戦略は、競合他社に対する競争優位性を保つため、次を目的として

策定された。

・コンプライアンスを最優先し、ステークホルダから選ばれる企業になる。

技術力を生かし、顧客及び社会のニーズに合う製品を積極的に市場に投入し、シェ

アを拡大して売上を伸ばす。

・業務効率を向上させ、利益率を改善する。

・経営陣が必要な情報をタイムリーに把握し、迅速な意思決定を行えるようにする。

[C社の経営環境】

C社の経営環境は次のとおりである。

これまでは市場の伸びに支えられ、売上も利益も伸びていた。しかし、最近の市場

の伸びの鈍化に伴い、既存製品の売上と利益の伸びが鈍化している。

C社が取り扱う製品の開発には高い技術力が要求される。C社は、将来に向けた研

究に力を入れており、研究開発部を設け、競合他社にはない優れたアイディアを出

したり、技術を開発したりしている。しかし、それがどのように製品に結び付けら

れるか研究開発部では具体的な活用の方法がイメージできないことがある。営業員

と顧客のやり取りにヒントとなる情報があるが、研究開発部には情報が届いていな
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支援活動
主活動

全般管理(インフラストラクチャ)

人事労務管理

技術開発

調達活動

購買物流 製造 出荷物流
販売・マー
ケティング サービス

出典:M.E. ポーター著 “競争優位の戦略”を基に作成

図1 バリューチェーン

b

[C社の強みと弱み]

次に、D 課長はバリューチェーンの諸活動について, C社の経営環境から強みと弱

みを分析した。

C社の強みを抜粋して、表1に示す。

表1 C社の強み (抜粋)

項番 強み 活動

1 競合他社にはない優れたアイディアの創出や技術の開発をしている。 技術開発

2 独自の製造ノウハウによって競争優位性を保っている。 製造

3 C 出荷物流

4 顧客訪問時の担当者による丁寧な対応が好評である。 サービス

一方、弱みとしては、新たな製品の市場投入の際には特に重要な

動が挙げられた。

d の活

[次期情報システム戦略と計画]

D 課長は、これまでの分析結果を基に,C社基幹システムを刷新する次期情報シス

テム戦略を策定し、計画を次のとおり立案した。

・SaaS の ERP を導入し、カスタマイズは最小限にして極力標準機能を使用すること

によって、情報システム部では eを削減し、現在できていない

f を行う。

・経営陣が迅速な意思決定ができるように、データウェアハウスを導入し、様々なソ

ースデータを, g ツールを使ってデータウェアハウスに書き込み、統合

する。
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